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取材・文／本間学

　幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
で
あ
り
な

が
ら
、
若
者
の
県
外
流
出
と
い
う
問
題

を
抱
え
る
福
井
県
。
高
校
生
の
3
分
の

2
が
県
外
に
進
学
し
、
就
職
で
県
内
に

戻
る
の
は
そ
の
う
ち
3
割
。
他
方
、
県

内
に
進
学
す
れ
ば
、
8
割
が
県
内
に
就

職
す
る
。
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
や
中
部

縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
控
え
、

発
展
が
期
待
さ
れ
る
半
面
、
人
口
流
出

が
加
速
す
る
懸
念
も
あ
る
。
同
県
大
学

私
学
課
・
橋
本
直
之
課
長
は
言
う
。「
ま

ち
づ
く
り
が
進
む
中
、
県
の
将
来
を
支

え
る
人
材
が
不
可
欠
。
人
材
育
成
に
お

い
て
大
学
の
力
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
県
内
進

学
率
を
上
げ
た
い
」。

　こ
れ
ま
で
も
県
内
の
全
高
等
教
育
機

関
の
協
議
体
「
ふ
く
い
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
が
あ
っ
た
が
、
活
動

は
大
学
間
の
単
位
互
換
等
、
大
学
の
み

の
連
携
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
大
学
や

産
業
界
等
の
双
方
が
つ
な
が
り
を
求

め
、
そ
の
橋
渡
し
役
を
県
に
期
待
し
た

こ
と
か
ら
、
県
が
呼
び
か
け
、
２
０
２

１
年
、
全
高
等
教
育
機
関
、
自
治
体
、

産
業
界
、
医
療
界
、
金
融
界
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
社
会
の
維
持
発
展
に
取
り

組
む
「
未
来
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ふ
く
い
」
を
設
立
し
た
。
階
層
別
に
3

つ
の
会
議
を
設
置
し
、
運
営
事
務
局
は

幸
福
度
は
1
位
だ
が

若
者
の
３
分
の
２
は
県
外
へ
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●福井県長期ビジョンと目標

●運営体制

●部門５のテーマ「県内大学への進学、学部学科再編、定員増」

しあわせ先進モデル活力人口100万人ふくい
〔政策２〕ふくいの産業・社会を支える人づくり（政策目標）

＊「全47都道府県幸福度ランキング2022年版」（一般財団法人日本総合研究所）

※赤文字で示した大学名は責任大学を表す

＊ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

＊県内の学生が学べるサテライトキャンパス 池
田 

岳
史

福
井
工
業
大
学

副
学
長
・
入
学
セ
ン
タ
ー
長

地域連携で挑む！

３階層の会議体で運営。実行部門会議には、県内８つの高等教育機関、5つの経済団体、医療界、金融界、自治体が、
それぞれの役割をふまえて参加。また、各大学のリソースや強みなどを勘案し、責任大学が設定されている。

若者の県外流出抑制のためには、県内大学への進学率の向上が重要という考えから、県内高校生の県内進学に対する潜在ニーズ、高大接続の強化、
多様な人材を県内から確保するための入学者選抜方法のあり方、長期的な視点から見た学部学科、定員等の適切なバランスなどを検討し、実行する。

県内大学等の学生募集
「未来協働プラットフォーム
ふくい」の挑戦

▶高校生の県内大学進学割合を長期的に現在の３分の１から
２分の１に高める（2040年を目標）とともに、大学生等の県内企
業就職が増加していること

▶大学等における地域や社会のニーズに応える教育が充実し、
福井の産業・社会を支える人材が輩出されていること

▶県内高校生のうち、県内進学を希望する潜在ニーズはどれほどあるか。
（学問分野が重なる生徒数、県内進学を希望する生徒数に関するアンケートなど）
▶県内企業等のニーズを踏まえ、各高等教育機関の入学生に占める県内
出身者割合の目標値をどう設定するか。
▶県内高校と大学等との「高大連携」、「高大接続」をいかに強化するか。（県
内進学希望者向けの特別講座や先取履修など、県内進学に結びつく連携策）
▶偏差値を重視した一般選抜入試以外に、多様な能力を持った人材を県
内から確保するための入学者選抜方法のあり方。（「総合型選抜」や「学校
推薦型選抜」の拡大、「地域枠」の設定・拡大等）
▶産学官が連携して実施する県内進学のインセンティブ制度の創設。等

全体会議
（高等教育、産業界、医療界、金融界、自治体等の長）

（8高等教育機関の副学長＋産業界、医療界、金融界、自治体等の責任者）

橋
本 

直
之

福
井
県
総
務
部

大
学
私
学
課
課
長

大
学
私
学
課
が
担
当
し
て
い
る
。
ま
ず

最
初
に
、
全
参
加
機
関
に
課
題
や
要
望

を
聞
く
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
こ

れ
を
基
に
検
討
課
題
を
6
つ
に
集
約
し

て
実
行
部
門
会
議
の
テ
ー
マ
に
設
定
。

そ
れ
ぞ
れ
責
任
大
学
を
据
え
て
い
る
。

「
中
小
企
業
が
大
半
の
県
内
企
業
は
、

こ
れ
ま
で
大
学
は
敷
居
が
高
く
つ
な
が

り
が
少
な
か
っ
た
。
全
て
の
経
済
団
体

が
入
っ
た
こ
と
で
、
大
学
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
」

（
橋
本
課
長
）。

　6
つ
の
実
行
部
門
会
議
の
う
ち
、
県

内
進
学
率
向
上
に
取
り
組
む
部
門
５
に

は
高
校
も
参
加
す
る
。
責
任
大
学
で
あ

る
福
井
工
業
大
学
の
池
田
岳
史
副
学
長

は
言
う
。「
こ
れ
ま
で
は
各
大
学
で
取

り
組
む
し
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
高
校
や
競
合
関
係
に
あ
る
県
内
大

学
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
に
当
た

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

　橋
本
課
長
に
よ
れ
ば
、
地
元
進
学
率

が
低
い
要
因
は
2
つ
考
え
ら
れ
る
と
言

う
。
１
つ
は
、
受
け
皿
不
足
。
そ
も
そ

も
大
学
が
少
な
く
、
か
つ
学
部
も
理
工

系
、
看
護
系
が
中
心
で
人
文
社
会
系
が

少
な
い
。
も
う
１
つ
は
、
地
元
に
進
学

し
て
も
大
卒
者
が
望
む
就
職
先
に
乏
し

い
点
。
後
者
に
関
し
て
は
、
福
井
は
中

小
企
業
が
多
く
、
そ
の
魅
力
が
学
生
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

　大
学
側
も
２
つ
の
仮
説
を
持
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
県
内
大
学
の
教
育
研
究
の

内
容
や
魅
力
が
高
校
生
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
。
2

つ
目
は
、
高
校
の
進
路
指
導
に
お
い
て

も
同
様
の
理
由
が
あ
り
、
県
内
大
学
へ

の
注
目
度
が
低
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
仮
説
だ
。
こ
れ
ら
を
検
証
す
べ
く
、

メ
ン
バ
ー
の
高
校
校
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
た
結
果
、
予
想
通
り
の
実
態
が
判
明

し
た
。「
進
路
指
導
に
ま
つ
わ
る
こ
と

は
大
学
か
ら
高
校
に
直
接
聞
き
に
く

か
っ
た
が
、
こ
の
座
組
が
あ
っ
て
初
め

て
一
端
を
把
握
で
き
た
」（
池
田
副
学

長
）
と
い
う
。
高
校
か
ら
は
、
探
究
学

習
支
援
や
そ
の
窓
口
の
設
置
、
研
究
に

つ
い
て
の
よ
り
わ
か
り
や
す
い
情
報
発

信
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
大
学
も
県
も
、

広
報
強
化
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。
さ

ら
に
詳
細
を
把
握
す
る
た
め
、
高
校
生

対
象
の
受
験
動
向
調
査
も
実
施
す
る
。

　地
方
大
学
の
場
合
、
地
域
に
お
け
る

大
学
名
の
認
知
度
は
高
い
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
学
び
の
内
容
を
理
解
し
、
進
学

す
る
価
値
が
伝
わ
れ
ば
進
学
者
は
増
え

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
県
内
大

学
の
魅
力
を
ま
と
め
た
共
同
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
制
作
し
、
各
高
校
に
配
付
し

て
い
る
。「
福
井
県
の
保
護
者
は
、
進

学
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
価
値
を
シ
ビ
ア

に
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
意
向
を

生
か
し
て
本
年
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
手
厚
く
紹

介
し
た
。
広
報
の
時
期
は
も
っ
と
早
め

た
い
。
中
学
で
の
高
校
選
び
の
先
に
大

学
選
び
が
あ
る
か
ら
だ
。
高
校
生
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
や
高
校
教
員
向
け
に

も
強
化
し
て
い
く
」（
池
田
副
学
長
）。

　他
の
実
行
部
門
会
議
で
も
、
大
学
が

持
つ
知
見
へ
の
期
待
が
高
い
一
方
で
、

各
大
学
の
特
長
や
魅
力
が
地
域
に
浸
透

し
て
い
な
い
現
状
が
指
摘
さ
れ
た
。「
地

元
企
業
は
大
学
と
の
垣
根
が
、
大
学
は

高
校
と
の
垣
根
が
あ
る
。
ま
ず
そ
の
垣

根
を
壊
し
た
い
。
地
元
高
校
が
地
元
大

学
の
特
色
を
知
ら
な
い
よ
う
に
、
学
生

も
地
元
企
業
を
知
ら
な
い
。
大
学
は
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
企
業
や

自
治
体
、高
校
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
、

持
続
可
能
な
大
学
経
営
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」（
橋
本
課
長
）。

　池
田
副
学
長
は
語
る
。「
大
学
と
し

て
は
、
地
域
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出

す
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
の
育
成

を
行
っ
て
い
き
た
い
が
、
学
生
の
出
身

地
が
偏
り
過
ぎ
れ
ば
、
学
び
の
環
境
と

し
て
多
様
性
に
欠
け
る
。
福
井
県
は
子

育
て
の
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
中
等
教

育
ま
で
の
学
力
は
非
常
に
高
い
。
こ
れ

を
高
等
教
育
ま
で
つ
な
げ
、『
学
ぶ
な

ら
福
井
』
と
い
う
し
く
み
を
つ
く
り
、

他
の
エ
リ
ア
か
ら
も
人
を
呼
び
込
み
た

い
」。

県
内
進
学
率
が
低
い
要
因
は
？

み
ん
な
で
議
論
す
る
場
づ
く
り

10年以上前から県庁に大学私学課を設け、
高等教育機関の振興に取り組む福井県。
現知事が掲げるビジョン達成に向け、
県内進学の強化に取り組む。

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

「県内大学への進学」分野の論点例県内大学・短大
の県内入学比率と
県内就職比率

指標 現状 目標
35.8％

60.6％

40件

―

―

―

40％ 

65％ 

100件

7件

150人

150社

（2024年度卒）

（2024年度卒）

（2024年度）

（2020～2024計）

（2024）

（2020～2024計）

県内高校卒業生の県内大学進学率（福井県調べ）

県内大学等卒業者の県内就職内定率（福井県調べ）

ＰＢＬ・学生が参加する共同研究数（福井県調べ）

県内大学の学部・学科・コースの見直し（福井県調べ）

Ｆスクエア＊における社会人受講者数（福井県調べ）

キャリアアップに係る支援制度を新たに設けた企業数（福井県調べ）

全体
会議

【理念・目標の共有】

【運営の要】

【実行部隊】

参集者 概要

パートナー企業（課題解決型学習〔ＰＢＬ〕や共同研究に協力する企業、地域団体など）

運営事務局（福井県）

▶県内大学の多くが就職時に県外へ
流出する構造（大学進学時に流出+
就職時にさらに流出）

▶文系学部に対して理系学部は県
内入学比率・就職比率がともに低い

県内入学比率…大学私学課調べ（H29.4）
                    （福大医学科はH27.4）
県内就職比率…大学私学課調べ（R3.3） 県内入学比率（％）

福大
工学

工大 スポーツ健康

工大 工学

県大
生物資源

県大
経済

工大 環境情報
福大 国際地域
福大 看護

福大 教育

仁大 
人間生活

仁大 人間

医療大 
保健医療

敦看大 看護

福大
医学

県大 海洋生物資源

（2018年度卒）

（2018年度卒）

（2018年度）

（2018年度）

（2018年度）

（2018年度）

実行
部門
会議

調整
会議

産業界・医療界・金融界・
自治体の長、各高等教育
機関の学長

産業界・医療界・金融界・
自治体の責任者、各高等
教育機関の副学長

産業界・医療界・金融界・
自治体の担当者、各高等
教育機関の部会メンバー

地域課題や現状の理解、今後
の方向性や目標の共有

ＰＦで共有された課題等に対
応する実行部門。会議の設
定、ＰＦ推進に向けた方向性や
目標の具体的な検討、実行部
門会議の進捗管理

ＰＦで共有された課題等に対
応する解決策の具体化検討
／実行

会議

調整会議

実行部門会議

福井大学※ 福井大学 仁愛大学 福井県立大学 福井工業大学 福井医療大学

100 10020 30 40 50 60 70 80 90

県
内
就
職
比
率（
％
）

県大
看護福祉

特集  みんなで挑む！人口減

＊

❶
学生／

社会人教育

❷
試験研究
経済調査研究

❸
企業や地域
の課題解決

❹
県内企業等
への就職

❺
県内大学等
への進学

❻
地域医療／看護
分野の課題解決

仁短大 生活/幼児
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　幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
で
あ
り
な

が
ら
、
若
者
の
県
外
流
出
と
い
う
問
題

を
抱
え
る
福
井
県
。
高
校
生
の
3
分
の

2
が
県
外
に
進
学
し
、
就
職
で
県
内
に

戻
る
の
は
そ
の
う
ち
3
割
。
他
方
、
県

内
に
進
学
す
れ
ば
、
8
割
が
県
内
に
就

職
す
る
。
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
や
中
部

縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
控
え
、

発
展
が
期
待
さ
れ
る
半
面
、
人
口
流
出

が
加
速
す
る
懸
念
も
あ
る
。
同
県
大
学

私
学
課
・
橋
本
直
之
課
長
は
言
う
。「
ま

ち
づ
く
り
が
進
む
中
、
県
の
将
来
を
支

え
る
人
材
が
不
可
欠
。
人
材
育
成
に
お

い
て
大
学
の
力
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
県
内
進

学
率
を
上
げ
た
い
」。

　こ
れ
ま
で
も
県
内
の
全
高
等
教
育
機

関
の
協
議
体
「
ふ
く
い
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
が
あ
っ
た
が
、
活
動

は
大
学
間
の
単
位
互
換
等
、
大
学
の
み

の
連
携
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
大
学
や

産
業
界
等
の
双
方
が
つ
な
が
り
を
求

め
、
そ
の
橋
渡
し
役
を
県
に
期
待
し
た

こ
と
か
ら
、
県
が
呼
び
か
け
、
２
０
２

１
年
、
全
高
等
教
育
機
関
、
自
治
体
、

産
業
界
、
医
療
界
、
金
融
界
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
社
会
の
維
持
発
展
に
取
り

組
む
「
未
来
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ふ
く
い
」
を
設
立
し
た
。
階
層
別
に
3

つ
の
会
議
を
設
置
し
、
運
営
事
務
局
は

幸
福
度
は
1
位
だ
が

若
者
の
３
分
の
２
は
県
外
へ
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●福井県長期ビジョンと目標

●運営体制

●部門５のテーマ「県内大学への進学、学部学科再編、定員増」

しあわせ先進モデル活力人口100万人ふくい
〔政策２〕ふくいの産業・社会を支える人づくり（政策目標）

＊「全47都道府県幸福度ランキング2022年版」（一般財団法人日本総合研究所）

※赤文字で示した大学名は責任大学を表す

＊ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

＊県内の学生が学べるサテライトキャンパス 池
田 

岳
史

福
井
工
業
大
学

副
学
長
・
入
学
セ
ン
タ
ー
長

地域連携で挑む！

３階層の会議体で運営。実行部門会議には、県内８つの高等教育機関、5つの経済団体、医療界、金融界、自治体が、
それぞれの役割をふまえて参加。また、各大学のリソースや強みなどを勘案し、責任大学が設定されている。

若者の県外流出抑制のためには、県内大学への進学率の向上が重要という考えから、県内高校生の県内進学に対する潜在ニーズ、高大接続の強化、
多様な人材を県内から確保するための入学者選抜方法のあり方、長期的な視点から見た学部学科、定員等の適切なバランスなどを検討し、実行する。

県内大学等の学生募集
「未来協働プラットフォーム
ふくい」の挑戦

▶高校生の県内大学進学割合を長期的に現在の３分の１から
２分の１に高める（2040年を目標）とともに、大学生等の県内企
業就職が増加していること

▶大学等における地域や社会のニーズに応える教育が充実し、
福井の産業・社会を支える人材が輩出されていること

▶県内高校生のうち、県内進学を希望する潜在ニーズはどれほどあるか。
（学問分野が重なる生徒数、県内進学を希望する生徒数に関するアンケートなど）
▶県内企業等のニーズを踏まえ、各高等教育機関の入学生に占める県内
出身者割合の目標値をどう設定するか。
▶県内高校と大学等との「高大連携」、「高大接続」をいかに強化するか。（県
内進学希望者向けの特別講座や先取履修など、県内進学に結びつく連携策）
▶偏差値を重視した一般選抜入試以外に、多様な能力を持った人材を県
内から確保するための入学者選抜方法のあり方。（「総合型選抜」や「学校
推薦型選抜」の拡大、「地域枠」の設定・拡大等）
▶産学官が連携して実施する県内進学のインセンティブ制度の創設。等

全体会議
（高等教育、産業界、医療界、金融界、自治体等の長）

（8高等教育機関の副学長＋産業界、医療界、金融界、自治体等の責任者）

橋
本 

直
之

福
井
県
総
務
部

大
学
私
学
課
課
長

大
学
私
学
課
が
担
当
し
て
い
る
。
ま
ず

最
初
に
、
全
参
加
機
関
に
課
題
や
要
望

を
聞
く
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
こ

れ
を
基
に
検
討
課
題
を
6
つ
に
集
約
し

て
実
行
部
門
会
議
の
テ
ー
マ
に
設
定
。

そ
れ
ぞ
れ
責
任
大
学
を
据
え
て
い
る
。

「
中
小
企
業
が
大
半
の
県
内
企
業
は
、

こ
れ
ま
で
大
学
は
敷
居
が
高
く
つ
な
が

り
が
少
な
か
っ
た
。
全
て
の
経
済
団
体

が
入
っ
た
こ
と
で
、
大
学
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
」

（
橋
本
課
長
）。

　6
つ
の
実
行
部
門
会
議
の
う
ち
、
県

内
進
学
率
向
上
に
取
り
組
む
部
門
５
に

は
高
校
も
参
加
す
る
。
責
任
大
学
で
あ

る
福
井
工
業
大
学
の
池
田
岳
史
副
学
長

は
言
う
。「
こ
れ
ま
で
は
各
大
学
で
取

り
組
む
し
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
高
校
や
競
合
関
係
に
あ
る
県
内
大

学
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
に
当
た

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

　橋
本
課
長
に
よ
れ
ば
、
地
元
進
学
率

が
低
い
要
因
は
2
つ
考
え
ら
れ
る
と
言

う
。
１
つ
は
、
受
け
皿
不
足
。
そ
も
そ

も
大
学
が
少
な
く
、
か
つ
学
部
も
理
工

系
、
看
護
系
が
中
心
で
人
文
社
会
系
が

少
な
い
。
も
う
１
つ
は
、
地
元
に
進
学

し
て
も
大
卒
者
が
望
む
就
職
先
に
乏
し

い
点
。
後
者
に
関
し
て
は
、
福
井
は
中

小
企
業
が
多
く
、
そ
の
魅
力
が
学
生
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

　大
学
側
も
２
つ
の
仮
説
を
持
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
県
内
大
学
の
教
育
研
究
の

内
容
や
魅
力
が
高
校
生
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
。
2

つ
目
は
、
高
校
の
進
路
指
導
に
お
い
て

も
同
様
の
理
由
が
あ
り
、
県
内
大
学
へ

の
注
目
度
が
低
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
仮
説
だ
。
こ
れ
ら
を
検
証
す
べ
く
、

メ
ン
バ
ー
の
高
校
校
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
た
結
果
、
予
想
通
り
の
実
態
が
判
明

し
た
。「
進
路
指
導
に
ま
つ
わ
る
こ
と

は
大
学
か
ら
高
校
に
直
接
聞
き
に
く

か
っ
た
が
、
こ
の
座
組
が
あ
っ
て
初
め

て
一
端
を
把
握
で
き
た
」（
池
田
副
学

長
）
と
い
う
。
高
校
か
ら
は
、
探
究
学

習
支
援
や
そ
の
窓
口
の
設
置
、
研
究
に

つ
い
て
の
よ
り
わ
か
り
や
す
い
情
報
発

信
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
大
学
も
県
も
、

広
報
強
化
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。
さ

ら
に
詳
細
を
把
握
す
る
た
め
、
高
校
生

対
象
の
受
験
動
向
調
査
も
実
施
す
る
。

　地
方
大
学
の
場
合
、
地
域
に
お
け
る

大
学
名
の
認
知
度
は
高
い
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
学
び
の
内
容
を
理
解
し
、
進
学

す
る
価
値
が
伝
わ
れ
ば
進
学
者
は
増
え

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
県
内
大

学
の
魅
力
を
ま
と
め
た
共
同
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
制
作
し
、
各
高
校
に
配
付
し

て
い
る
。「
福
井
県
の
保
護
者
は
、
進

学
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
価
値
を
シ
ビ
ア

に
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
意
向
を

生
か
し
て
本
年
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
手
厚
く
紹

介
し
た
。
広
報
の
時
期
は
も
っ
と
早
め

た
い
。
中
学
で
の
高
校
選
び
の
先
に
大

学
選
び
が
あ
る
か
ら
だ
。
高
校
生
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
や
高
校
教
員
向
け
に

も
強
化
し
て
い
く
」（
池
田
副
学
長
）。

　他
の
実
行
部
門
会
議
で
も
、
大
学
が

持
つ
知
見
へ
の
期
待
が
高
い
一
方
で
、

各
大
学
の
特
長
や
魅
力
が
地
域
に
浸
透

し
て
い
な
い
現
状
が
指
摘
さ
れ
た
。「
地

元
企
業
は
大
学
と
の
垣
根
が
、
大
学
は

高
校
と
の
垣
根
が
あ
る
。
ま
ず
そ
の
垣

根
を
壊
し
た
い
。
地
元
高
校
が
地
元
大

学
の
特
色
を
知
ら
な
い
よ
う
に
、
学
生

も
地
元
企
業
を
知
ら
な
い
。
大
学
は
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
企
業
や

自
治
体
、高
校
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
、

持
続
可
能
な
大
学
経
営
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」（
橋
本
課
長
）。

　池
田
副
学
長
は
語
る
。「
大
学
と
し

て
は
、
地
域
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出

す
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
の
育
成

を
行
っ
て
い
き
た
い
が
、
学
生
の
出
身

地
が
偏
り
過
ぎ
れ
ば
、
学
び
の
環
境
と

し
て
多
様
性
に
欠
け
る
。
福
井
県
は
子

育
て
の
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
中
等
教

育
ま
で
の
学
力
は
非
常
に
高
い
。
こ
れ

を
高
等
教
育
ま
で
つ
な
げ
、『
学
ぶ
な

ら
福
井
』
と
い
う
し
く
み
を
つ
く
り
、

他
の
エ
リ
ア
か
ら
も
人
を
呼
び
込
み
た

い
」。

県
内
進
学
率
が
低
い
要
因
は
？

み
ん
な
で
議
論
す
る
場
づ
く
り

10年以上前から県庁に大学私学課を設け、
高等教育機関の振興に取り組む福井県。
現知事が掲げるビジョン達成に向け、
県内進学の強化に取り組む。

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

「県内大学への進学」分野の論点例県内大学・短大
の県内入学比率と
県内就職比率

指標 現状 目標
35.8％

60.6％

40件

―

―

―

40％ 

65％ 

100件

7件

150人

150社

（2024年度卒）

（2024年度卒）

（2024年度）

（2020～2024計）

（2024）

（2020～2024計）

県内高校卒業生の県内大学進学率（福井県調べ）

県内大学等卒業者の県内就職内定率（福井県調べ）

ＰＢＬ・学生が参加する共同研究数（福井県調べ）

県内大学の学部・学科・コースの見直し（福井県調べ）

Ｆスクエア＊における社会人受講者数（福井県調べ）

キャリアアップに係る支援制度を新たに設けた企業数（福井県調べ）

全体
会議

【理念・目標の共有】

【運営の要】

【実行部隊】

参集者 概要

パートナー企業（課題解決型学習〔ＰＢＬ〕や共同研究に協力する企業、地域団体など）

運営事務局（福井県）

▶県内大学の多くが就職時に県外へ
流出する構造（大学進学時に流出+
就職時にさらに流出）

▶文系学部に対して理系学部は県
内入学比率・就職比率がともに低い

県内入学比率…大学私学課調べ（H29.4）
                    （福大医学科はH27.4）
県内就職比率…大学私学課調べ（R3.3） 県内入学比率（％）

福大
工学

工大 スポーツ健康

工大 工学

県大
生物資源

県大
経済

工大 環境情報
福大 国際地域
福大 看護

福大 教育

仁大 
人間生活

仁大 人間

医療大 
保健医療

敦看大 看護

福大
医学

県大 海洋生物資源

（2018年度卒）

（2018年度卒）

（2018年度）

（2018年度）

（2018年度）

（2018年度）

実行
部門
会議

調整
会議

産業界・医療界・金融界・
自治体の長、各高等教育
機関の学長

産業界・医療界・金融界・
自治体の責任者、各高等
教育機関の副学長

産業界・医療界・金融界・
自治体の担当者、各高等
教育機関の部会メンバー

地域課題や現状の理解、今後
の方向性や目標の共有

ＰＦで共有された課題等に対
応する実行部門。会議の設
定、ＰＦ推進に向けた方向性や
目標の具体的な検討、実行部
門会議の進捗管理

ＰＦで共有された課題等に対
応する解決策の具体化検討
／実行

会議

調整会議

実行部門会議

福井大学※ 福井大学 仁愛大学 福井県立大学 福井工業大学 福井医療大学

100 10020 30 40 50 60 70 80 90

県
内
就
職
比
率（
％
）

県大
看護福祉

特集  みんなで挑む！人口減

＊

❶
学生／

社会人教育

❷
試験研究
経済調査研究

❸
企業や地域
の課題解決

❹
県内企業等
への就職

❺
県内大学等
への進学

❻
地域医療／看護
分野の課題解決

仁短大 生活/幼児


